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３月講座【対象：一般入試英語特別・Ａ・Ｂ、AO 入試入学手続者】 

内 容 基礎英語、文系国語表現力基礎、基礎数学完成 

期 間 3 月 5 日（金）、8 日（月）～12 日（金）、16 日（火）、 

23 日（火）～26 日（金） 11 日間 

受講料 20,000 円 
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１．カリキュラム内容 

（１）基礎英語 

ａ．内容 

リスニング、講読ベーシック 

ノート 

ｂ．回数 

全８講 

ｃ．カリキュラム 

英語入門 大学での英語とのつきあい方 

リスニング基礎の基礎 音の聞き取り リスニング編 

音の変化を聞き取る 総合演習 

リーディング基礎の基礎 日常英語その１ 英文講読編 

日常英語その２ ストーリー性のある文章 

 

 

（２）文系国語表現力の基礎 

ａ．内容 

文系作文、レポートの書き方基礎 

ｂ．回数 

全８講 

ｃ．カリキュラム内容 

思考力養成ワーク１ 環境問題を考える 

思考力養成ワーク２ 平等意識を考える 

現代社会を考える１ 大学に入って学びたいこと 

現代社会を考える２ 他人の文章を読む 

日本のこころを考える  

＊ 記載されているカリキュラムは平均的なものであり、実際は一人一人の進度によって 

多少違いが出ます。 

 

（３）基礎数学完成 

ａ．内容 

論文・レポート作成、統計資料の読み方、コン 

ピュータ・インターネット環境利用時などに、 

文系で必要とされる数学基礎 

 

ｂ．回数 

全８講 

（入学前準備教育・英語）  
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ｃ．カリキュラム内容 

テーマ ねらい 講義内容 

基礎力テスト、 

基本計算練習 
感覚を取り戻す 

中学レベルの基本計算を思い出して次回以

降の講座に備える 

場合の数 
組合せ、順列の考え方を身につけ、簡単な場

合の数を計算できるようにする 

確率 

確率の基本的素

養を身につける 
確率の基本を学び、確率の計算をできるよう

にするだけでなく、確率が統計的にどのよう

な意味をもつかを展望する 

関数とモデル化 

関数や数学的な

モデル化の意義

を知る 

関数の基本を学び、数学的にモデル化するこ

との意義の重要性を知り、将来自分で活用す

るための素養を養う 

集合 
集合の要素、和集合、共通部分、要素の個数

の求め方など 

論理 

論理力を高める 命題、仮定と結論、三段論法、逆と対偶など

を公務員試験等の問題を用いながら具体的

に扱う 

統計の基礎 平均や分散、標準偏差などの意味を知る 

資料の整理 

統計的な考え方

を身につける 

前講で身に付けた基本事項をもとに、具体的

なデータを用いてデータ処理を行ってみる。

グラフなども活用する 

情報数理の基本 

数学的立場から

の情報リテラシ

ーを身につける 

ビットという情報の単位、2 進法について考

え、携帯電話の数理にチャレンジする 

 

 

２．その他特別プログラム 

（１）プレゼンテーション 

これまでの入学前教育を振り返りつつ、今後の学生生活でどのようなことにトライしてみたいかな

どを各自まとめ（準備）、一人ずつ発表（プレゼンテーション）をします（実施）。自分の考えをま

とめて皆の前で「話す」という練習にもなります。 

 

（２）面談  昼休み 

あらかじめ、面談シートを書いていただき、昼休みに聖学院のスタッフと個別に面談をする時間を

設けます。大学でやりたいことなどを元に、これからどんなキャンパスライフにしたらよいか、勉

強の仕方、就職の準備など、スタッフの経験に基づきながらアドバイスをします。 

   （もちろん、面談時間以外の授業の合間や授業終了後も、質疑応答は受け付けています）。 
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（３）カフェ・トーク 

カフェ・トークは、リラックスした雰囲気の中で、みんなで会話をしながら、アイディアを見つけ

たり、新しい発見をするプログラムで、世界中で、行われている話し合いのスタイルです。今回は、

インターネット・カフェで、みんなで一日かけてじっくり、一つのテーマを話し合ってみようと思

います。みんなと話し合う中で、考える力やコミュニケーション力を養います。 

 

 

３．時間割 

下記は時間割の一例です。 

初日に教室やクラスをお知らせします。クラスにより授業の順番が変わりますが内容は同じです。 

クラスは、いろいろな学科の人たちと知りあいになれるように考慮して決めます。 

受講希望者は原則、全講座受講必須ですが、高校行事等やむを得ず欠席される場合は、事前にご連絡下さ

い。 

また初日に来られない方は、初めて来る日にクラスを事務局で聞いてください。 

 

              注）プレゼン＝プレゼンテーション（発表） 

日 曜 １限 ２限 昼休み ３限 ４限 

  9:20～10:00 10:10～11:40 11:40～12:40 12:40～14:10 14:20～15:50 

5 金 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 自己紹介シート 昼食 基礎英語 基礎数学完成 

   面談シート    

日 曜 １限 ２限 昼休み ３限  

  9:00～10:30 10:40～12:10 12:10～13:10 13:10～14:40  

8 月 文系国語 基礎数学完成  基礎英語  

9 火 文系国語 基礎数学完成 面談／昼食 基礎英語  

10 水 文系国語 基礎数学完成  基礎英語  

11 木 文系国語 基礎数学完成  基礎英語  

12 金 文系国語 基礎数学完成  基礎英語  

16 火 文系国語 基礎数学完成  基礎英語  

23 火 カフェ・トーク  （昼食含む）※  

24 水 文系国語 基礎数学完成 昼食 基礎英語  

25 木 文系国語 プレゼン説明  プレゼン準備  

26 金 テスト プレゼン実施１  プレゼン実施２ 14:50～16:00 

      クロージング 
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４．費用 

講座名 金額 支払い期間 

英数国講座（3 月） 20,000 円 ～3 月 5 日まで 

 

同封の振込用紙で、申込み講座分の金額を開講日初日までにお振込ください。欠席した講座分の受講料、

また、一度入金された受講料は公的な理由がある場合を除いて返却いたしませんので、あらかじめご了

承ください。 

 

５．申込み方法 

通学を希望される場合、別紙申込用紙に必要事項を記入の上、同封の封筒で、投函していただくか、 

下記 FAX でお送りください。ホームページでも申込みできます。申込み後、受講証をお送りします。 

申込み期限 2 月 26 日（金）（消印有効） 

 

 

６．通学について 

（１） 初日（３月５日）の集合  聖学院大学 ９：２０（教室は当日大学でお知らせします） 

【初日の持ち物】 受講証・筆記用具（テキストは、初日以降にお渡しします） 

【スクールバス】 宮原、西大宮駅からはスクールバスが利用できます。運転手に「受講証」をみせて 

ください（初日は無料です）。その後は利用券が必要になりますので、聖学院ゼネ

ラルサービス（１号館１Ｆ・1109）でお買い求めください（１回 100 円）。 

【昼    食】 昼食は学生食堂が利用できます（有料）。 

 

（２） 電車通学について 

電車通学の場合、回数券が便利です（大学の通学証明書は 3 月には発行できませんのでご了承下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 申込み先・問合せ先 〒362-8585 埼玉県上尾市戸崎 1-1  

聖学院大学広報課（担当：栗原） 

TEL 048-780-1707 FAX 048-725-6891 

E-Mail jizen@seig.ac.jp 

● 郵便払込口座    00110-0-609158 学校法人 聖学院 

● 振込期限  3 月 5 日（金） 
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受講者の感想をご紹介します 

感想の後の（ ）は順に、入学学科・受験した入試 

 

■この 11 日間はとても充実したものになった。90

分授業に慣れてきたし、自分に足りないものがわか

ったから。これから大学生活を有意義にしたい。 

（コミュニティ政策・推薦） 

 

■この入学前準備教育を受けて本当に良かった。特

にプレゼンはみんな緊張しながらも質問コーナー

で和やかにコミュニケーションがとれ、一人ひとり

のことがわかってよかった。 

（日本文化・ＡＯ）                国語の授業：講座の中で小論文を書きます。 

書いているときに先生が回って適宜アドバイスします 

 

■友達が出来たことが一番良かった。心強い存在と

なった。入学したら学部ごとに離れてしまうが、ず

っと仲良しでいたい。 

（欧米文化・推薦） 

 

 

 

 

 

数学の授業：大学の講義や就職活動のときに     

必要になるカリキュラムを組んでいます。 
 

 

■大学が決まった後に気が抜けていたので、今回の講習

は自分に喝を入れてもらおうと申し込んだ。知識も友達

も増え、毎回楽しかった。喝も入った。 

（人間福祉・自己表現） 

 

■復習ができたし、大学に入ってからやることも少しわ

かってよかった。 

（政治経済・一般Ａ） 

 

面談：聖学院のスタッフが、４月からの大学 

での過ごし方について個別に面談します。 

 


